
― 1 ―

中京大学体育研究所紀要　Vol.35　2021

ジェンダー視点による日本サーフィン史の再構成― 
1970～1980年代の女性サーファーの経験から

水野　英莉・和光　理奈・來田　享子

Reconstruction of Japanese surfing history from a gender perspective:  
From the experience of female surfers in the 1970s and 1980s

Eri MIZUNO,  Rina WAKO,  Kyoko RAITA

Abstract
This study aims to reconstruct the history of surfing in Japan through the experiences of female surfers in the 

1970s and 1980s. While there is little prior research on the history of surfing in Japan, this study clarified one 

aspect of it from a gender perspective. This achievement was made possible by the narratives of five women in 

addition to the articles in surfing magazines.

The following three points were obtained as a result of the analysis. First, the change in the image of surfing 

and women's relationship with surfing: around 1965, the image of surfing was "delinquent" for both men and 

women, but around 1970, a group of women came with their surfing partners and waited on the beach, and around 

1975, women surfing became more common. By 1975, women surfing became more common. However, there 

was a double standard, with female surfers being blamed for raising children. Secondly, the 1980s was a very 

competitive time. There were many competitions supported by companies, and surfing became so popular as a 

fashion that the term "dry surfer" was coined. Female professionals were born one after another, and it was the 

dawn of a hot era. Third, the spread of women's surfing revealed that competitive surfing was not the only thing 

that grew in a linear fashion. In surfing magazines, the treatment of women who surfed appeared to be quite 

limited, but in fact there were magazine publishers who devoted long pages to features, and editors who attempted 

to treat women equally. Surfing is now recognized as an Olympic sport, but as far as Japan is concerned, there has 

not been a dramatic increase in the number of female professional surfers, and steady efforts inside and outside 

the industry have shown that the field is expanding regardless of competition.

The significance of this study lies not only in the fact that it revealed a part of Japanese surfing history, but 

also in the fact that it showed that many women surfers and those around them have taken over, passed on, and 

continued to push the boundaries of surfing culture for women over time. It tells us that the reality that seems 

to never change is another possibility and another way of life. It gives us an opportunity to think about how far 

gender equality in surfing in Japan has progressed and where the challenges lie.
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1 ．緒言

　本研究は、日本における女性のサーフィン実
践に関する歴史社会学的な考察を行うものであ
る。サーフィンは、東京2020オリンピック大会
に新たに追加されたスポーツ／競技である。こ
の追加の背景には、オリンピック大会における
多様性の確保やジェンダー平等の達成をめざし
て変化する必要性を提言した「アジェンダ2020」
を IOCが採択したことがあるものの、様々なス
ポーツ領域と同様、サーフィンにおいても、女
性の存在は言説や史料に限界があることを理由
に「語られない領域」として周辺化されてきた。
近代以後の日本においては、公的領域に男性、
私的領域に女性を位置づけるという固定観念が
あったからだ。
　しかし2000年以降、オーストラリアや米国で
は、ジェンダー視点からサーフィンの歴史や文
化を再構成する研究成果が蓄積されつつある。
女性学、女性史、ジェンダー研究、フェミニズ
ム、男性性研究等の文脈で、サーフィンの歴史
や文化を、女性を中心にすえてとらえなおそう
とする動きが出てきた1。これらの業績には、ア
メリカ（カリフォルニアとハワイ）やオースト
ラリアというサーフィン文化を牽引してきた地
域において、活躍した女性が記録されている。
　サーフィンは、日本においては、周囲を海に
囲まれた環境にありながら後発的なスポーツ文
化として位置づけられてきた。したがって、日
本を研究対象とする研究は、上述の国際的研究
動向に新たな知見を加えることになると考えら
れる。こうした研究は、歴史の全体像を豊かに
するだけでなく、現在および将来にサーフィン
をする女性をエンパワーし、このスポーツの多
様化を促すための知見を得ることができる点
で、重要な意義を有する。
　分析の対象は主として1980年代における女性
サーファーの経験とする。プロ組織における活
動の記録や、雑誌・映像・ウェブサイトなどの
メディアにおける表象、聞き取りや参与観察に
よりデータを取得し、ジェンダー平等と公正の
観点から分析・考察する。

　なお、本稿で用いるジェンダーという語につ
いては、以下のように設定しておきたい。ジェ
ンダーは、もともと性別をあらわす文法用語で
あるが、フェミニズムではジェンダーを「社会
的・文化的な性のありようを指す語」として用
いている。つまりジェンダーには、「自然」で、
「宿命」で、変更不可能であると考えられてきた
性差を、社会的、文化的、歴史的に作られるもの
だとする仮説が含まれている。ジェンダーは非
常に多義的な概念だが、本研究では、性差や性
規範についての観念や知識として、また男女間
の関係を権力関係という視点から把握するため
に用いる分析の視点として扱う。すなわち、性
差を所与のものとせず、社会には人間に性差を
見出す知識や諸実践があると考え、それによっ
て人は男女に異なるふるまい方を求められ、権
力がその差異に支配関係を付与していく、と考
えるものである。したがって、本研究では、ス
ポーツ事象において、不均衡な権力関係にある
状態の是正を求める立場から、サーフィンと女
性の関わりについて分析を行うこととする。

2 ．なぜ1970～1980年代の日本のサーフ
シーンなのか

　これまでの先行研究では、主に米豪圏のサー
フカルチャーが焦点化され2、女性とサーフィン
の歴史についてはまだまだ十分に検討されてい
るとは言えない。一般書においても同様の傾向
がある3。そのような中で、プロサーファーでラ
イターのローレン・ヒルが書いた『She surf: The 

Rise of Female Surfing 』は独創的な試みである。
日本の女性プロサーファーが一人だけ取り上げ
られており、彼女（瀬筒良子）のキャリアと日
本のサーフィンの歴史が一部わかる。同じよう
に無名の女性サーファーからプロサーファーま
で幅広く記録した、キャロリナ・アメルの『Surf 

like a Girl』も、世界各地の女性サーファーだけ
を掲載した書籍である。ここでは日本の女性は
取り上げられていない。日本のサーフィン文化
における女性の経験については、散逸的で、断
片的な記録しか残されていないのである4。
　1990年代以降については、拙稿での分析があ
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るが5、二度目・三度目のブームを迎えたと言わ
れている1970～1980年代以前については、雑誌
等のメディアや当時を知る人々に話を聞くこと
に頼るほかない。日本のサーフィン文化におけ
る女性の経験については断片的な記録しか残さ
れていないのである。一般家庭にインターネッ
トが普及した1990年代半ば以前となるので、当
時のサーファーたちは雑誌を中心としたメディ
アを通じてコミュニティを形成しており、雑誌
は有益な情報源となる。
　サーフィンは1960年代に湘南や外房地域を
中心に広まり、1960年代中ごろには最初のサー
フィンブームがあったと言われている6。高度
経済成長とアメリカ文化への憧れ、海辺のレ
ジャーへの人気などが背景にある7。1970年代
末から1980年代にかけて、再度ブームを迎え
た8。1980年代半ばはバブル景気や、男女雇用機
会均等法の施行なども背景にあり、サーフィン
をめぐる商業活動も盛んであった。プロ組織が
発足し、国内サーキットが開始する。企業がサ
ポートするプロ・アマのコンテストも多くあっ
た。1980年代半ばごろまでには、日本社会に
おいて「サーフィンは一般化して安定期に入っ
た」9時期である。
　日本のサーフィン史の中でも1970～1980年
代及びそれ以前について、ジェンダー視点での
先行研究が極めて少ないという点が第一の理由
である。男性のサーファーたちによる自伝的
な記録は残されているが、そこから女性サー
ファーの姿は浮かび上がってこない10。より詳
細で具体的な当該時代を知るには、サーフィン
雑誌の検索・閲覧が有力な手段となるので、筆
者の知人から借りたり、国会図書館で閲覧をし
たりするなどした。概観したところ、掲載され
ているのは男性プロサーファーが中心で、とき
おり女性プロサーファーのインタビューなどが
見られるが、水着の女性が華を添えるように登
場するほうが目立っている印象である11。プロ
サーファーの妻を紹介する「水曜日の妻たち」
（当時流行したドラマ「金曜日の妻たちへ」の
パロディに見える）なるコーナーがあり、サー
フィンをしない女性のインタビューなどもあっ

た12。サーファー女性向けファッション誌でも、
女性プロサーファーの記事や、女性サーファー
がサーフィンをしているシーンはごく一部ある
が、読者女性が「サーフィンを教えてくださ
い」とサーフィンをする男性とのお付き合いを
望むコーナーなどに紙面が割かれている印象で
ある13。
　上記の例示はいずれも1980年代における表象
であるが、1980年代にはいるとプロ・アマを問
わず女性サーファーが存在し、コンテストも開
かれるようになっていた。そこで、本研究では、
これら1980年代の動向の基盤が形成されたと考
えられる1970年代にも遡り、検討を行うことと
する。これにより、女性が後景化され周縁化さ
れることを問い直す。

3 ．方法論とインタビューイーの紹介

　紙面からは女性がどのようにサーフィンをし
てきたのかうかがい知ることができないので、
当事者の方にインタビューをすることで詳細を
明らかにすることが期待できる。本稿で扱うイ
ンタビューデータは、1995年4月21日、4月27
日、5月10日、5月27日に行った、5名への聞
き取りと、その後のフォローアップにもとづい
ている。すでに知っていた、女性の元プロサー
ファーの方から、何名か紹介していただき、そ
の方からさらに新しい方を紹介していただく、
スノーボールサンプリングの手法となった。聞
き取りには、許可を得て ICレコーダーを用い、
文字起こしを行った。インタビューの日時や場
所は、先方の都合に合わせて、喫茶店やレスト
ラン、自営業の店舗前、海辺のテント内などで
ある。時間は1時間～2時間程度要した。イン
タビュー内容の理解には、筆者自身のサーフィ
ン経験や、これまでの研究調査で得た知識が役
立った場面が多くあった。
　インタビューの形式は、半構造化インタ
ビューで、あらかじめ決めておいた共通の質問
とともに、そのつど会話の中ででてきた事項に
ついて質問をしたり、新たな質問を追加したり
している。話の流れでサーフィンとは関係のな
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い話題に飛ぶこともあったし、「ここだけの話」
としてデータとして使うことのできない話をし
ていただいたりもした。以下に示すのが、原則
として共通して質問した項目である。
　・ 基本情報（氏名、生年、年齢、出身地、現

在と過去サーフィンを始めた時の居住地、
家族構成等）

　・ サーフィンについて（サーフィンを始めた場
所、サーフィン歴、始めたきっかけ、サー
フィンの魅力やその時感じたこと、どのよ
うに継続したか、キャリア、スポンサー等）

　・ 周囲からの反応（家族、友人等、サーフィ
ン仲間からの反応、女性として何か特別な
経験があったと思うか等）

　・ 過去と現在について（サーフィンをしてい
て一番楽しかったこと／一番つらかったこ
と、1980年代は女性にとってどのような時
代だったか、過去と現在のサーフシーンに
ついて思うこと、賞金等の男女格差につい
て、公平になっていくために何が必要だと
思うか）

　表1は、インタビューに応じていただいた5名
の方の概略である。プライバシーに配慮し、個
人が特定されないよう、また内容に影響を及ぼ
さない範囲で、一部表現を改変している。
　以上が本稿で登場する5名の女性サーファー
である。サーフィンを始めた時期や地域に差
はあるが、それぞれが1970年代末のブーム
及び1980年代のサーフシーンを経験してい

る。次章ではこの5人の方の語りを活かすため
に、できるだけそのままの形で紹介しながら、
1970~1980年代の女性サーファーの経験の特徴
をとらえていきたい。

4 ．結果

（ 1）サーフィンを始めたきっかけ
　5名の方のサーフィン経験は、始めた地域も
それぞれ異なり、キャリアもかなり異なってい
るが、交際相手の男性がサーフィンを始め、連
れていかれたり、興味を持ったりしたことが
きっかけになったのはBさんとDさんである。
この2人は、後にプロになるほど、サーフィンに
夢中になっていく。Aさんについては1965年と
5人の中で最も早いので、直接的には1970~1980
年代のサーフシーンと重ならない部分もあるの
だが、早い時代にサーフィンを始めたAさんの
語りがあることで、むしろ後続のサーファーた
ちとの対比も明確になる。

　　 父が結核ということで、向こうにいるより
も空気がいいって、こっちの病院の医院長
婦人が父のいいなずけの親友だったもんだ
から、うまい具合にそこの病院に入れてい
ただいて、その後、母が〇〇（筆者注：東
京の地名）からこっちへ引っ越して。　
サーフィンと巡り合ったのは多分、16ぐら
いかな。私、泳げないんですよ。〇〇（筆

表 １　インタビューイー一覧

名前
（仮名） 生年

サーフィン
開始年齢
（年）

サーフィン
開始地域 きっかけと概略

1 Aさん 1949 16歳
1965 関東 父親の病気を機に海辺地域へ引っ越した。20名ほどの

サーフィンクラブに、唯一の女性として所属。

2 Bさん 1959 17歳
1976 関東 交際相手がサーフィンを始め、サーフボードとウエット

スーツを買い与えられた。26歳のころ、プロに。

3 Cさん 1960 18歳
1978 四国 バイト先の人に連れていってもらって始めた。海辺に移

り住み、民宿でアルバイトをしながら、18歳でプロに。

4 Dさん 1960 15、16歳
1975 関東 交際相手に連れていってもらって始めた。プロトライア

ルを受験し、合格。翌年は夫もプロに。

5 Eさん 1960 18歳
1978 関東 同級生に連れていってもらって始めた。大学卒業後、出

版社に就職。
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者注：チーム名）というクラブがありまし
てね、当時。そこへ行って、泳げないから
板があればいいやと思って、「すいません。
クラブに入れてください」ってお願いした
ら、「2000メートル泳げるか」って。泳げる
わけないでしょう。何考えてる？と思いな
がらも、「はい。泳げます」ってうそついた
の。それでその日から小学校のプール、潜
る練習した。浮いてくるのよね、自然に。
何だ、浮くじゃんと思って、それで泳げる
と思って、私、泳げますということで、入
れていただいて。（Aさん）

　当時のサーファーたちは集団でクラブを形成
し、ほぼ男性からなり、Aさんはこのクラブに
唯一の女性として所属していたことから、日本
でのサーフィン揺籃期は、女性はかなりの少数
派であったことがわかる。

　　 そのとき付き合ってた彼氏が、三つ年上
で、高校卒業してましたよね。大学生でし
たね。ちょうど、スケートボードとかがは
やりだしたときで、サーフィンしたいか
らって言われて。何、サーフィンって、み
たいな、なんにも知らなくて。いきなり、
板とウエットを買い与えられて、一緒に始
めたのがきっかけですね。スケートボード
はやってたんですけどね。（Bさん）

　　 初めて海に行ったのは高校3年生の夏休み
だったかな。高校3年生の夏休みぐらい
だったんだと思う。あまりはっきり覚えて
ないんですけど。サーフィンっていうのが
はやってるよって聞いて、サーフィンって
いうのはその頃、ミナミのアメリカ村の
ファッションだったり、海行ってサーフィ
ンすることがつながってるような感じ。
ファッション、イコール、サーフィンって
いう感じだったのね。はやりの中で、こう
いうのが今からはやるよみたいな、高校生
の中で。アメリカ村に買い物に行ったりと
かそんなことをしながら、一回、海にも行

きたいねみたいな感じで連れてってもらっ
たの。（中略）バイト先の人に連れてっても
らったと思う。友達と一緒にね。サーフィ
ンしてる人を探してきてくれて。車2台ぐ
らいかな、なんかで乗せてってもらって、
連れてってもらって。そのときは女の子が
サーフィンしない時代だったんだけど、私
はそれが分かってなかったんですね。サー
フィンっていうのはするものだから、ただ
何となく普通にスポーツする感覚で、ス
キーやるような感覚で板を、板とウエット
を、また連れてってくれた人が貸してくれ
たんよね、ちゃんと。用意してくれてて。
（Cさん）

　　 そうですね。地元の先輩と一緒に行ってた
んですけど、その先輩が行きつけのショッ
プに一緒に行く。だから必然的に、その時
代は、みんなどこかのショップに、行きつ
けの所に行って、サーフィンする形でした
よね。今みたいに、量販店があってとか、
通販があってとかじゃないですからね。み
んな、どっかのショップにそれぞれ入って
ましたよね。（Cさん）

　　 きっかけは大学1年生のときに、サーフィ
ン、はやってたんですよね、その時期め
ちゃくちゃ。それでサーフィンしたいなと
思って、たまたま周りの人がやっていて、
同級生ですけど、男の子ばかりだったんだ
けど、連れていって、連れていってってい
うことでサーフィンを始めたっていう、た
だそれだけのミーハーなきっかけですね。
（Eさん）

　　 最初は高校1年生ぐらいのときに見て、そ
れでしばらくやりたかったんですけど、道
具がなくてできなくて、半年ぐらい後に春
先から始めたので、まだ15、16ぐらいです
ね。それからずっとです。（中略）私は東
京の下町の出身で、全く海とは縁がない、
本当に町中だったんですけど。今の主人が
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サーフィンをちょうど始めたというか、初
心者の頃で、それを見て連れていっても
らって。（Dさん）

　Aさんと比べて、少しあとの1970年代にサー
フィンを始めたBさん、Cさん、Dさん、Eさん
は、周囲にサーフィンをする人が身近にあり、
当時若者にはやっていたスポーツ、女性にも人
気のスポーツとしての位置づけに、サーフィン
があったことがわかる。ただし、いずれも、男
性など、車を持っている人、道具を貸してくれ
る人／買い与えてくれる人がいてこそ始めるこ
とができている。
　Cさんはその後、関西地域から四国まで自力
で行ける方法としてフェリーに乗ってサーフポ
イントに通っていたが、熱中しすぎて家出同然
のようにして四国へと移住し、アルバイト生活
を送るようになった。彼女らの語りを聞いてい
ると、海沿いの地域に住む人が近くの海に行っ
てサーフィンをするというより、都市部に居住
する流行に敏感な女性たちがサーフィンに目を
付けているということがわかる。自家用車等の
交通手段がなければ海辺まで頻繁に通うことが
できないので、Cさんのようにいっそ移住する
という行動になるのだろう。

（ 2）砂浜で待つか、それとも海に入るか
　さきほどのCさんの、「女の子がサーフィン
しない時代だったんだけど、私はそれが分かっ
てなかったんですね」という発言に見られる
ように、興味がある女性は多くても、実際に海
に入る女性は多数派ではなかった。当時の女性
たちとのサーフィンとの関係や距離感について
語ってもらった。

　　 Cさん：すごく楽しかったのよ。多分結構、
その頃やっぱり女の子は普通は浜で読書し
ながら彼氏のバスタオルを持って待って
るっていうのがサーファーガールっていう
やつやったらしい。

　　水野：Cさんはあまり知らず。
　　 Cさん：そう。私の中にはそういうのはな

かったんよね。自分の考え方の中で男の人
とか彼氏とかを待ってるっていうのがな
かった。（中略）後から海行ってみたら結構
女の人行ってないやん。みんな砂浜で待っ
てたわ。でもその前にサーフィンの波に
乗ることの楽しさを知ってしまったから、
待ってるなんか言えなかったし。

　　 水野：そうですね。一回やったらね、待つっ
ていうことはないですね。

　　 Cさん：そう。自分が楽しむことしか考え
てなかったのよ、多分ね。

　　 全然、楽しかったですね。私的には。別に
女の子もいたし。でも、女の子たちはやん
なかったし、やんないはやんないでいい
し、やるはやるでいいし、でもみんなビー
チライフが好きだからっていう感じでみん
ないたから。海に行くっていう行為が楽し
かったと思う、その頃は。グループってい
うか、いつも海に行くのが楽しいっていう
のは、何人ぐらいで、女の子が何人、男の
子が何人みたいな、グループみたいなのが
あったんですかね。（Eさん）

　　 特になんも感じなかったですけど。でも、
待ってる子は、偉いなって。こんなにサー
フィンばっかりしてる彼氏をちゃんと待っ
てるんだって。でも、逆にいったら、まだ
待っててくれる女の子はいいほうじゃない
ですか。彼氏が海に行くことをすごい拒絶
して、なんで遊んでくれないのみたいに
なっちゃってっていうパターンも、すご
く、見てるとあったから14。一緒に来て、
サーフィンしなくても、海を楽しるんであ
れば同じかなっていう感じは。（Bさん）

　CさんとEさんは、周囲の女の子たちが海に
来てもサーフィンをせず、砂浜で待つのも一般
的な光景だったとしつつも、自分自身はサー
フィンをやりたかったからやったのだと語る。
また、Dさんによると、「砂浜で待つ」女の子た
ちは、Dさんより、少し年上の女性たちだった
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とも言っている。

　　 そっちが（筆者注：砂浜で待つ女の子が）
多かったです、私たちのときは。（中略）
周りの東京から来る彼女ですよ、彼氏の彼
女は、みんなすごいすてきな格好して、大
学生とかOLさんとかで、お弁当とかお菓
子とか作ってきて、キルティングのボード
ケースを作ってきて、たき火をして待って
るっていう。つまんなと思って。その人た
ちは私よりちょっと上なわけですね。だか
ら三つか四つぐらい上。すごいかっこいい
んですけど、なんかかっこいいなと思っ
て。だけど、これ、つまんなと思って。早
く海入りたいわと思って。「早く海入りた
い」って言ったら、「女の子がサーフィン
なんかやるの」って、そのお姉さんたちに
言われて。なんでやんないんですか、むし
ろって。ええ、女の子がサーフィンなんて
やんないわよねっていう感じで。そうなん
だと思って。ふーんと思ったことがありま
すね。（中略）サーファーガールみたいな
確立してたので、怖かったですね、年も上
だし。そういう手作りのなんかで彼氏を待
つ、毛布でたき火して。（Dさん）

　1975年にサーフィンを始めた1960年生まれの
Dさんの語りからは、1970年代初頭にサーフィ
ンをしていたDさんの3、4歳年上の女性たち
が、砂浜でサーファーの彼氏を待つスタイルを
作り上げていたことがうかがえる。

　　 （筆者注：自分がサーフィンをすると）見
ていましたね、みんな。（中略）それは今、
通った（筆者注：インタビューをしている
ところから見える通りを偶然通りかかっ
た）、ハワイで知り合ったけど、〇〇とか、
同じぐらいの年代の、生意気だとするんだ
よね。嫌な目では見られなかったけど、敵
は多かったね。敵っていうか、後で聞いた
話よ。口なんか聞かなかったから。ただ、
運がいいのは、〇〇（筆者注：チーム名）

のサーフィンにいた一番威張っているやつ
が、ずっとそばにいてくれたの。（中略）
当時、サーフィンやれるというのはボード
も買えれば、だからお金持ちしかいなかっ
た。（Aさん）

　　 その当時は、サーファーは不良だと思われ
ていた。だって、着替える所は車のドアか
なんかを開けて着替えるし、多分、みんな
白い目で、こいつら不良だと思われていた
んじゃないかなと思うし。（中略）女の子
は結構、お金持ちの子が多かったから。(中
略 )ハワイから来た女の子もやっていたけ
ど、いわば陸（おか）サーファーが多い。
陸サーファーというのは陸にいて、彼氏が
やっているところを見ているとか。男の子
も陸サーファーが多かったよ。（Aさん）

　女性にとっては非常に早い時期、1965年に
サーフィンを始めた1949年生まれのAさんが、
サーフィンをすると物珍しいものを見るように
注目を浴び、敵も多かったと語った時を経て、
女性たちとサーフィン、海辺との関わりの変遷
が見られ大変興味深い。
　女性とサーフィンの経験に注目し、当事者の
語りに即して見てみると、以下のように要約で
きる。1965年頃は、男女問わずサーファーに対
する「不良イメージ」があり、さらに女性がサー
フィンをすると奇異に見られるような雰囲気が
あった。1970年頃では、サーフィンをする交際
相手と一緒に来て砂浜で待つ女性グループがい
る。1975年頃になるとサーフィンをする女性が
より一般的になる。

（ 3）周囲の反応
　では、彼女らがサーフィンをすることに対
し、周囲の反応はどうだったのだろうか。家族
や交際相手などからの反応について見ていこ
う。

　　 水野：ご両親は、サーフィンされることを
反対はされませんでしたか。
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　　 Aさん：反対はしない。もう勝手にやって
くれって。ただ、新聞社は珍しいから、撮
りに来るじゃん。そうすると後で聞いた話
だけど、父がうれしそうにその新聞を持っ
て、焼き鳥屋さんで「うちの子が出てる
よって見せてもらったよ、Aちゃん」って。
その当時、Aって名前は珍しいから、すぐ
覚えてもらえた。（Aさん）

　　 Bさん：自分的には（筆者注：サーフィン
を始めることに抵抗は）なかったですけ
ど、家族にはめちゃくちゃ反対されました
よね。だから、いつもうそついて、出てま
したよね。延々と、それが何年続いたか。
やっぱり。危ないからやめなさいって、ど
れだけ親に反対されたか。

　　 水野：ご家族は、サーフィンがどんなもの
かっていうのはご存じで。

　　 Bさん：いや。はっきりは、まだその時代は
知らなかったかもしれないですね。ただ、
海に朝早くに行ってっていうのが、危ない
と思ったんじゃないですかね。

　　 水野：ご家族の方が、例えば女の子が海に
行くこととかっていうのは、何か反対され
たり。特に。

　　Eさん：別に、特に。
　　水野：何も。応援する。
　　 Eさん：応援はないですね。そんなに真っ黒

になっちゃってとか、気を付けてよとか、
そういう感じですかね。

　　 （筆者注：夫の母親が）また面白くて、す
ごくフェミニンな人なんですけど。どう
ぞって言ってるんですけど仕事がんがんや
るし、自分のやりたいことを、カラオケを
やってるんですけど、追求型なんです。だ
から……。（中略）そう。だから人のことに
あまり干渉しないっていうか、人が楽しん
でる、いいじゃないっていう感じ。そうね
みたいな。でも自分のことに夢中だから。
悪く言えば、人のこと、どうでもいいって

いうか、楽しいならどうぞみたいな。だか
らやっていけるっていうのはありますよ
ね。だけど、その周りの人とかは、そんな
年がら年中、真っ黒でとか、朝から海行っ
てとか言われたりしましたけど、でも、そ
のとおりですみたいな。そうですみたいな
感じで、そうですって。本当にそこは反論
しないし。別にそのとおりなので、そうで
すねみたいな。でも、それを阻害するよう
なものはなかったから、それなりにですか
ね。（Dさん）

　陰では喜んでいたAさんの父親、反対するB

さんの家族、特に賛成も反対もしないEさんの
家族、それからさらに、Dさんの語りを見ると、
「真っ黒」になってと日焼けのし過ぎを気にする
周囲の人がいることがわかる。では、身近な男
性たちの反応はどうだったのだろうか。

　　 （中略）私より2、3個は上の。私が例えば高
校生のときに大学生とかで、ちょっと上の
世代は全く、メンズも女の人もそういう感
覚だったんじゃないですかね。うちの旦那
はそういう感覚は全くなくて、やればみた
いな感じ。でも道具が現実的にないから、
高いじゃないですか。買えないよと思っ
て。じゃあ誰か探すからって行ったら、そ
ういうのに理解ある男の人がいて、「Dが
始めるんだったらあげるよ」って言ってく
れて、いいの？、頑張んなよ、女の子少な
いからみたいな感じで、頑張るみたいな。
楽勝とか言って、全然、楽勝じゃなかった。
（Dさん）

　Dさんの語りからは、男性たちからの女性が
サーフィンすることへのまなざしの変化も見て
取ることができる。サーフィンをするきっかけ
のところでも見てきたように、Dさん世代は、
サーフィンを始めるにあたっては、比較的周囲
の男性からのサポートが得られやすい状況に
あったとも言える。ただし、次に示す、60年代
という早い時期に始めたAさんの話からは、女
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性にとって困難な状況もあったことが垣間見え
る。

　　 Aさん：女の人は大会やると、7人ぐらい出
ていたかな。（中略）ジャッジがいて、そ
の頃はショートボードがなかったから、ラ
イディングとかそんなことよりも、何回
乗って、きれいな乗り方もあるみたいな。
ジャッジが見たりして、乗っちゃあまた
戻ってっていうことをしていたのかな。若
いから、当時、ウエットスーツなんかな
いから、ビキニでボードを頭の上に乗っけ
て海まで来るから、男の人の目がね。分か
る？

　　水野：はい。注目を浴びますね。
　　 Aさん：注目というよりも、なんかやばいと

思うのよ。大会なんか行くと、お金がない
からユースホテルに泊まるでしょう。女子
は私だけだから、男子は上にいるの。なん
か白い物がツルツルと下りてきたら、仲間
が「上へ来い」と言うのよ。人数数えるわ
け。13名、やばいと思って、それで上に行
かないようにして。そんなことがあって、
これは誰か町の名手じゃなくても、誰か気
が合ったやつを探さなくちゃいけないなと
思って、本当にそんな感じで。

　Aさんの「やばい」は、13名の男性がいる部
屋に、女性1人で呼びだされれば、万が一性犯
罪が起きても抵抗できない可能性があるという
危機感だと解釈しうる。もしこの呼び出しが犯
罪を意図したものでないとしても、Aさんに恐
怖を抱かせるに十分だった。Aさんは難を逃れ
たが、女性にとってはただサーフィンをすると
いうことが難しい場合があることが伝わって
くるエピソードである。Aさんを若い女性とし
て、性的な消費・搾取対象として見る男性サー
ファーたちから守る、仲間の男性が必要だった
のである。

（ 4）コンテスト出場
　さて、Aさんはコンテストへの出場経験につ

いて語っていたが、サーフィンに没頭していっ
た彼女たちは、みな共通してアマチュアのコン
テストに出場し、プロになった人もいる。

　　 水野：周りに、女の子はサーフィンしてま
したか。

　　 Bさん：いや、いなかったですけど。サー
フィン始めて、一緒に波乗りを教えても
らってた先輩が試合に出てたから、始めて
すぐに一緒に試合に出されちゃってて。テ
イクオフするのがやっとなのに、試合に出
てたので。何となく、試合の会場に行くと、
何人か女の子に会うような感じでしたね。
普通にサーフィンしてたら、まず見掛けな
かったですよね、やっぱり。

　　 試合に行くと、女の子がヒートがないか
ら、男の子のヒートに交ざって入れられて
たから。でも、試合に出ると、女で頑張っ
たっていって、なんか賞品もらえるから、
うれしかったかなみたいな。

　　（Dさん）

　　 Cさん：〇〇（組織名）ができて、〇〇っ
ていうのがあって、そこでレディースクラ
スっていうのもできたのよね。ちょうどそ
の当時ぐらいですね。（中略）あれだから
80年頃になるのかな。

　　 水野：女の子もそれなりに人数がいたんで
すか。

　　 Cさん：初めての大会で6人、1ヒート6人
で、3ヒートぐらいあったのかな

　　水野：そうですか。
　　 Cさん：それなりに人数は最初の大会では

十何人か集まったと思うよ。

　　 女の子かわいかったんですよ、あの時代。
今、怖いでしょ、女の子。サーフィンして
る。かわいかったんですよ。だからパルコ
とかそういうとこがスポンサーになって、
パルコって今、落ちぶれた百貨店ですけ
ど、パルコレディースとか、そういう特別
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な女の子のための大会みたいのがあって、
それだったら出たいなと思って、そういう
のに出たりはしましたけどね、何回かは。
だから、その時代に一緒に大会に出てい
た、一緒にっていうか大会に出ていた人が
初代のプロサーファーになったりとか、あ
そこで会った子だみたいな、そういう感じ
ですかね。（Eさん）

　サーフィンにある程度熱心に関わった女性た
ちが、コンテストに出場し、そこでまた新たな
仲間たちに出会う様子が語られる。さらに下の
Eさんの語りからは、フレッシュで、喜びや驚
きに満ちた興奮が伝わってくる。少し長くなる
が、引用する。

　　 Eさん：道もなかったし不便だったので。
どのぐらいかかったのかな、当時、東京ま
で帰るの。車だと3時間とか4時間とか普
通にかかって、高速もないので。だから本
当に遠い所だったんですけど、どこで見た
んだっけな。どっかで。どこで見たんだっ
け。女の人がサーフィンしてるの初めて。
違う。そのときに、初めてではないんです
けど、2回目ぐらいに〇〇ちゃんと試合で、
試合だったんですよね。いたと思って。（中
略）面白いことにっていうか、その翌年に
全日本の支部予選があって、また会って、
私が優勝して〇〇ちゃんが2番か3番だった
んですよ。全日本に行けることになって頑
張ろうねみたいな感じで。〇〇ちゃんも他
にそんなに知らなくてっていうか、すごい
よね、みんなっていう話をしてて。別々の
車で行ってるんですけど、たまたま会うん
ですよ、デニーズで、途中の。それでいろ
んな話とかするようになって。そのときド
ルフィン（筆者注：大きな波を板と一緒に
波の下を潜って越えていく方法）も知らな
かったんです、私たち全員。全日本、当然、
負けて、おそば屋さんで、これからはドル
フィンだよねって。訳の分からない、これ
からはドルフィンだっていう。

　　 水野：大きな波にいけるようになりますも
んね。

　　 Eさん：これからはドルフィンだって。リッ
プだとか、カットバックだとかじゃなく
て、ドルフィンだよねって。メンズも含め
てドルフィンだって盛り上がって、練習し
よう、帰ってって言って。〇〇ちゃんは、
私、Eちゃんのコーチになるからさって。
四つ違うんです、〇〇ちゃんと。〇〇ちゃ
んとうちの主人が同い年なので、コーチに
なるからって。コーチじゃなくて頑張ろう
よっていう話。本当にそういう時代だった
ので。

　この語りの面白さは、大会という場は、本来
サーフィンのパフォーマンス（技）を競う場であ
るのに、パフォーマンス以前のドルフィン（ド
ルフィンスルー）が大事だと選手たちが発見し、
盛り上がっているからだ。全日本という全国大
会レベルのコンテストに初めて参加し、自らの
レベルに初めて向き合った初々しいストーリー
である。こうしてサーフィンの魅力にひきつけ
られていく彼女たちの生活は、文字通りサー
フィン一色になる。

　　 プロは26でなったんですけど。波乗り、ま
ず高校生で始めて。高校の夏休みはほとん
ど海に通ってる感じで。でも、取りあえず
高校生で、学校を休んで海に行くっていう
感覚はまだなかったので。よく分かってな
くて。でも、高校、進学とか進路を決める
に当たって、波乗りするためにはどうした
らいいかって、まず考えて。取りあえず、
学校に行くのがいいかなみたいな。働くよ
りも学校行ってたほうが、サーフィンはで
きるだろうとか。じゃあ、学校が海のほう
であればいいんだって。すごく単純に。（B

さん）

　Bさんはその後、保育士と幼稚園教諭の免許
を取り、保育園に通いながら試合に出る。しか
し、働きながら練習が思うようにできないた
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め、「湘南に住んでる子たちに負けちゃうのが
悔しく」、仕事前に台風が来ていると、朝2時に
起きて海に向かい、6時までサーフィンをして、
そのまま保育園で仕事をしていた。しかし、無
理がたたり、過労で身体を壊してしまう。そこ
で実家の家業を手伝いながら、サーフィンに専
念し、再び試合復帰をする。

　　 試合復帰して、全日本で、一応6位だった
んですけど。その頃は、6人でファイナル
だったんで、ファイナリストにはなれて。
次の年に、もう一度、全日本にチャレンジ
して、本選まで行けたんですけど。それが
〇〇（筆者注：地名）の試合だったんですけ
ど。イチコケして、すごく悔しくて。でも、
こういう生活を続けてってどうなのかなっ
て思って考えたりしながら。ちょっと1回、
自分でもけじめをつけたほうがいいから、
プロトライアルを受けてみようかなみたい
な、簡単な気持ちで。でも、それもすごい不
純な考え方で。ここの間に、サーフィンを
させてくれた彼氏と、もう別れちゃったん
ですね、ハワイから帰ってきて。その彼氏
はプロになっちゃって、私と別れてから。

　　 全日本で2連勝して、アマチュアで。で、
プロになっちゃったんですよ。なんかそれ
も悔しくて。ちきしょう、私だってみたい
のがあったので。私もちょっと試験を受け
てみて、どうなるかでその先、考えようと
思ったら、受かっちゃって、一発で。受かっ
ちゃったなら、プロになっちゃおうかなみ
たいな。何をするにも、簡単過ぎる、もう。
（Bさん）

　　 80年代が一番、良かったんじゃないかと思
います。変でしょ。80年、90年ぐらいが一
番、良かったんじゃないかな。そこはすご
いコンテストがはやったから、ギャラリー
もいっぱいいたし。日本国内でもね。今は
いないもんね。JPSA（著者注：日本プロ
サーフィン連盟）の大会といっても。ライ
ブで見れるし。（Eさん）

　試合復帰したBさんは、全日本に支部の代表
として出場する。当時の全日本のショートボー
ド、レディースのカテゴリーには、6人が出場
し、1ヒートのみ（初戦が決勝戦）であったこ
とがわかる。しかし翌年にイチコケ（初戦敗退）
したことと、交際相手と別れたことから、思い
切ってプロトライアルへの挑戦となった。そこ
で見事合格、プロの仲間入りを果たす。Bさん
はその思いつきともいえる行動を「簡単すぎる」
と表現している。
　全日本における女性のカテゴリー参加の人数
は少ないが、だからこそ多くの女性にコンテス
トでの出場・勝利のチャンスがあったのかもし
れない。複数のインタビュアーが言及していた
のが、1980年代半ばは、丸井のスポンサーによ
るコンテストが開催され、コンテストの様子が
テレビ中継されていた点である。陸サーファー
なる言葉が生まれるほどファッションとしても
サーフィンは流行し、女性のプロが次々と誕
生、熱い時代の幕開けだった。

（ 5）プロへの道
　1980年代はサーフィンが大変盛り上がり、女
性もその勢いに乗っていったのは確かだが、複
数のインタビュアーが女子の試合や女子の扱い
は「おまけ」だったと語っている。

　　 アマチュアは結構おまけ的な。だから、一
発、女子のヒートがあっても、一発ファイ
ナルだから、ファイナルに出れば賞品もら
えるじゃないですか。ごっそり賞品もらっ
て、もうかったみたいな気分になって。そ
れでウエットとかもらって、ウエット買わ
なくても着れるぞみたいなのもあったし。
結構、アマチュアで試合に出てたときのほ
うが、正直、プロになってからよりも、恵
まれてましたよね。賞品がすごい良かった
のが。

　　 プロになっちゃったら、何にもなくなっ
ちゃって、お金払う一方で。つらいなと
思ったし。プラス、男の人の中に入れさせ
てやってるんだよ。おまえらは邪魔なんだ
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よみたいな、取りあえずいるんだよみたい
に、本当に邪険に扱われてきたから。プロ
になってからの女子っていうのは、立場的
にはすごく弱かったですね。だから、シー
ド選手とか決めるんで行っても、「おまえ
らなんかどうでもいいじゃん。おまえなん
かのサーフィンなんか、大したことないん
だから」みたいなこと言われたりとか。そ
れはすごくプロになってから感じたことで
す。ね。女ってサーフィンしちゃいけない
の？みたいな。

　　 （中略）やっぱり最初は、おまけから始ま
り、おまけだけど面倒くさいんだよみたい
なところに来て、何となく一緒に交われる
ようになってきて、やっと認められてきて
るのかなっていうとこですかね。やっぱ
り、順を追って、すごい年数かかってるん
だなって思いますよね。（Bさん）

　Bさんは、プロになってからはシビアだった
と語り、状況がよくなるのには年数がかかって
いることを指摘する。確かに、数年先にプロに
なったCさんの場合は、女子は「お荷物」扱い
だったと言っている。

　　 なんかやっぱり私たちのときは結局お荷物
だったのよ。JPSAっていうのは男の人主
体の大会で、取りあえず、はやっているら
しい。女の子も増えてきたしっていうとこ
ろで、つくってもいいんじゃない、飾りで
みたいな感じでレディースクラスが最初つ
くってもらった。つくってくれたときで
も、つくってくれてもやっぱりお荷物的な
感じはすごくしたよね、自分らでも。やっ
てやってんだぞみたいな感じで。波の状況
の悪いときにレディースがあったりとかそ
ういうのもあったよね。今は結構選手の意
見も聞いてもらえるようになったみたいで
はあるけど。（Cさん）

　このような状況に対し、Dさんは女子選手た
ちが不満を選手会に持ち込もうとした動きが

あったと話してくれた。少し長いがDさんの語
りを引用する。

　　 そうですね。私はでも、（著者注：男子と女
子の待遇の違いがあることが）そうかなっ
ていう納得の範囲だったんだけど、あると
きに稲村で、稲村クラシック、この間、20
年ぶりでしたっけ、やったの。稲村クラ
シックが始まったときに、レディースはな
いよって言われたことで、ある女子の選手
はみんな、なんでメンズがあってレディー
スがないんだっていう不満を選手会に持ち
込もうよって。まずレディースだけで話し
合いをしましょうってことになったことが
あるんですね。

　　 ただ、いろんな意見があって、レディース
もあるべきだっていう意見の人たちは、男
女、なんで差があるのっていうことを、自
分たちがもっとアピールをしたいって、大
きい波だって行けるのにっていうのが趣旨
なんですけど。でも、そのときに選手会長
がいろんな意見を全部拾ってくれた中で、
私は大きい波、行ける・行けないというこ
とじゃなくて、そこは大事にして、そこを
ステータスとしてやってきたローカルの人
たちとか男の人たちが、先駆者がいて、そ
こをまず尊重してからの、そこになんで女
が入るのっていう理由があるならば、それ
は、そこを、むきになってやらなくても
いいんじゃないかと。別枠で頑張ればいい
じゃないと、稲村クラシック、メンズしか
やらないよっていうんだったら。

　　 なんでかっていうと、そこに戦えるだけ
の、大きい波、行けるかもしれないけど、
それでパフォーマンスして観客を集められ
るレベルが自分たちにあるのかなっていう
ところも絶対的な自信はなかったし、男の
人と同等という意味でいったら。例えば8
フィートになるかもしれないし10フィー
トになるかもしれない。それを、それでも
同等にテイクオフできないとか、例えばワ
イプアウトばかりとかじゃ、それもねって
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いう話だし。それが同等にできるのかって
問われたら、そこはイエスって言い切れな
いところが私にはあるから、別にそれで、
別にってわけじゃないけど、そこには絶対
的には賛同しないかなっていう。二つに意
見が分かれてて。結局、その年も稲村はな
かったのかな。そういうことがありました
ね、一回。そういう話し合いを、ディスカッ
ションをしたことが。

　　 （中略）ガールズだってこれだけできるって
ことを見せつけようよ、見せようよってい
う気概は分かるんだけど、でも実際にそれ
が予想を上回るサイズになったときでも、
男の人は絶対それをパフォーマンスする
し。だけど、それが同等にできるのかなっ
て思ったときに、そのレベルでは私、乗れ
るかもしれないけどっていうところですよ
ね。乗るけど、どうなのっていう。点数に
なるのか、それはっていうところを考える
と、どうなのかなって。だから、それは自
分と向き合う時間にもなったし、みんなが
それぞれに。（Dさん）

　このようにDさん自身は、稲村クラッシック
という大きな波でだけ開催される（約40年の間
に過去4回しか開催がない）大会に、レディー
ス枠がないこと、待遇差があることに、男女の
能力差があるという理由で納得はしていたが、
女子選手のなかには、メンズしか枠のないこと
自体に、あるいは男子並みに挑戦したいと、異
議申し立てをする人がいた。現在までのところ
稲村クラッシックに女子の枠は設定されていな
い。しかし同時にDさんは、昔よりは女性プロ
サーファーのステータスは上がってきて、男女
関係なくというよりむしろ「それぞれのカテゴ
リーでそれぞれの魅力」が確立されてきたと考
えていた。
　さて、女性たちに聞き取りをしていて、もう
ひとつ共通して語られていたのは、サーフィン
を続けるなかで経験した仕事、結婚、子育てに
ついてである。Cさんはプロとなって1年活動
後、長女を出産し引退している。日本のプロ制

度は登録制で、サーキットをまわっていなくて
も、登録更新をすればプロとして登録されが、C

さん自身は「大会に出てこそプロ」と考え更新
しなかった。出産とともに引退することで、子
育てに専念するという意思をもってけじめをつ
けたのだろう。しかし周囲の人は、引退こそす
れサーフィン自体は続けたCさんとは違う考え
だったようだ。

　　 Cさん：女の子だから嫌っていうか、どうな
んやろうね。でも女の子っていうか、やっ
ぱりサーフィン続けていくのはなかなか難
しいなっていうのはあったよね。子どもが
生まれたときに、子どもが生まれた時点で
私はサーフィン辞めようと思ってたの。そ
れが当たり前やと思ってたの、その時代
では。そんなん言ったら仕事じゃなくなっ
てるし、サーフィン趣味みたいなものと子
どもの育てていくこと両立できないと思っ
てたんで。周りも許してくれるような感じ
じゃなかった、当時はね。だからサーフィ
ンやってる人からも海入ることに関して良
くないよみたいなお叱りを受けることも
あったから。

　　（中略）
　　 Cさん：何してるのって、人に子ども預けて

海入るなんてっていうことは言われた。そ
れは男の人から言われたこともあるし、女
の人のほうが強かった。そういうことをよ
く言われた。

　　 水野：それは子育てしてない人に言われる
んですか。

　　 Cさん：いや、子育てしてる人から言われ
たね。女であるべきことみたいな。

　　 水野：でもその方も海に入ってるんですよ
ね。

　　Cさん：入ってない。入ってない。
　　水野：入ってない人に。
　　 Cさん：でもそういうことを言う人は海

入ってなくて、浜辺で本読みながらバスタ
オル持って待ってた女の子たちみたいな人
たちに言われた。実際。でも子ども生まれ
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て入ったときもやっぱりちょっとその頃に
したら、えっていう感じやったみたいよ。
入っちゃうのみたいな。子どもいてるよみ
たいな。その頃はやっぱり男女平等ではな
いよね、その頃は。

　　 水野：そういう言葉に、めげずにいられた
のはなんでですか。

　　 Cさん：気にしてなかった。気にしてない
というか私の生き方やと思ってたから。

　BさんとDさんはプロ生活を続けたが、子育
てと両立の忙しい日々を振り返った。

　　 最初、生まれたときっていうのは、自分も
まだやりたい、あわよくば復帰しようぐら
いに思ってたので、うわあ、しんどいなっ
ていう。子育てっていうのはものすごく、
こんなに大変なことだったのかっていう現
実が、がつんと来て、とてもサーフィンな
んかする余裕がなくて、気持ちの余裕も
なくて。その頃、おばあちゃんたちと一緒
に住んでないので、2人なんですね。家も
買ったばかりだし、仕事もまだまだ軌道に
乗ってて人も雇用してたので、本当、ハー
ドで。営業にも、もちろん行けなくなって
しまって、これは形態を変えなきゃいけな
いんじゃないかなって思い、ちょっとずつ
お店を始めたというのもあるんです。それ
で卸の縮小をしていくんですが、本当に生
まれたときっていうのは、一緒に海入れれ
ばいいなみたいな、月並みな感じだったん
ですけど、それってすごく果てしないよう
な気がしてて。（Dさん）

　　 Cさんのほうが、時代が前だからね。私
はそこまではないけど（筆者注：周りに
サーフィンなんてと言われたりすること）。
やっぱり子どもが学校から帰ってくるまで
には家に帰んなきゃとか、すごいダッシュ
で、必死ではありましたよね。家のこと、
ワッと片付けて、子どもが行った瞬間に出
るぞみたいな。バーッといってバッと帰っ

てこなきゃなんないって。まだ2年生なの
で、帰ってくるのが早いから、行ってから
帰ってくるまでの時間が本当、限られてる
から。（Bさん）

　Cさん、Bさん、Dさんは3人ともプロとし
て活動し、結婚・出産・子育てを経験してい
る。プロ活動を継続したかどうかの違いはある
が、共通するのは、子育てとの両立が容易では
なかったこと、それでもサーフィンをやめると
いう選択はしなかったことである。また、彼女
らのパートナーもみなサーファーである。サー
フィンをしない人との結婚はEさん曰く「やっ
ぱり環境がなかったら無理だし、結婚して旦那
さんがサーフィンをしてなかったら圧倒的に無
理だし。女の人の場合ね。男子は全然できるけ
ど、女子がサーフィンをしていてサーフィンし
てない男子と出会ったとしたら、私サーフィン
するからって絶対、言えないっていうか」であ
る。
　Eさんは、コンテストにいくつか参加したが、
競技の世界には入らず、大学卒業後に出版社に
就職する。たった一人の女性社員だったEさん
は、「コーヒーのEちゃん」と呼ばれ、「お茶く
み」をする。当時あった、草の根的に本を配る
配本というシステムでサーフショップなどに本
を配るのは、とても楽しかったというが、同時
にそこでEさんが直面するのは、排他的な世界
だった。

　　 （著者注：都市部で作った雑誌を海沿いで
配っても）「おめえのとこの本なんかいらね
えよ」とか言われたりとか、私、女でしょ。
ああそうですかみたいな。本当に頭きた
よ、あの時代のおっさんたち。早く死んで
しまえと思ってたけど、今も生きてるけ
どね。でも本当に嫌なやつらだったけど。
ミーハー雑誌とか言われたりとか。すいま
せん、雑誌の話になっちゃう。思い出して
きたらだんだんむかついてきた。（中略）す
ごいクローズドな世界だったよ、サーフィ
ンは。だから本当にサーフィンをしてるっ
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ていうだけでローカリズム的な、みんな、
俺たちのサーフィンみたいな感じ。よそか
ら来た人はサーファーじゃないじゃんみた
いな。（中略）だから本、配ってても、帰
れって言われる。おまえ女だろみたいな。
本当に。すごい世界だったな。忘れてた。
そういうとこは、女が股広げてサーフィン
してんじゃねえよとかさ。女が、女がって
いう。思い出してきた。（中略）だから、
サーフィンする女の子っていうのを認めて
ない男の人はいっぱいいたよね。思い出し
てきた。でも、今は全然そんなことないで
しょ。（Eさん）

　Eさんはインタビューの最初のほうでは、あ
まり女性としての苦労はしてないですよと話し
ていたのが、時間が経つにつれ上記のようなエ
ピソードを思い出した。そうした露骨な女性差
別・女性嫌悪がまかり通るような環境の中で
も、Eさんの勤める雑誌社は正しいことをバラ
ンスよく伝えようとする心があったとEさんは
語る。業界やスポンサー、ローカルサーファー
の都合にコントロールされることなく、男女を
平等に紹介した。そして徐々に売り上げを伸ば
し、他の雑誌が廃刊していく中で一番長く続い
たという。Eさんの活躍を知るDさんはこう語
る。

　　 ちょうど私、デビューした年に女性を初め
て取り上げてくれて、10ページぐらいで、
特集で、初めてなんですって言ってて。一
人一人を、インタビューを一緒に行きなが
ら、カメラマンさんと。（中略）私、本当に
新人だったので、白黒の最後のほうのペー
ジなんですけど、初めてのレディースの取
材、特集で。その取材をしたのも女性の、
当時、Eちゃんが初めての特集の、独立し
た仕事で、担当がたまたま私だったんで
す。一緒に初めてで、よろしくお願いしま
すみたいな。新人同士みたいな感じで。だ
から、すごくそれは覚えてますね。だって
1人1ページか2ページもらえるってないで

すよね。初めてだったんですって。そこか
らレディースが JPSAできて何年かしたと
きだったので、そこから少しずつ増えてい
くところだったんですね。（Dさん）

　Eさんはその後、ボディボード雑誌の編集長
を務め、多くの女性に影響を与えていく。ボ
ディボードをするのは圧倒的に女性の方が多
かったからだ。筆者自身も、この雑誌を購入し
た熱心な読者だったため、ブームの熱気と、そ
のブームを作りだすのに重要な一端を担ったこ
の雑誌の影響力を記憶している。

（ 6）後続を育てる
　前節のEさんの仕事が、あとに続く女性サー
ファーたちの道標となり、すそ野を広げる役割
を果たしたように、インタビューに答えた女性
たちはそれぞれに若手をサポートする働きをし
ている。自身が一線から退いたのち、サーフィ
ンを始めた自分の子どもたちに対してであった
り、より幅広い活動を通じてであったりする。
Cさん、Bさん、Dさんは3人ともプロとして活
動し、結婚・出産・子育てを経験したが、それ
ぞれの子どもたちがサーファーになり、プロと
して活動する選手もいる。
　Bさんは、幅広い年齢層の人たち海で楽しく
遊ぶ体験を提供する活動をボランティアで行っ
ている。サーフィン体験のみならず、一年を通
じてスポーツをしたり体操をしたり、環境保護
について学ぶ機会を提供する団体である。小学
校への出前授業なども行い、地域とのつなが
りを築き上げることをも重視している。Bさん
は、家事や介護、サーフィンや家族との時間を
持ちながらも、時間がある限りこの活動に協力
しているのである。

　　 自分はサーフィン好きだし、自分がサー
フィンしてるだけじゃあ駄目だよなって。
やってきたことの証しをなんか残したい
なっていうのがあって、私も、いろんな人
にサーフィンを理解してもらいたいってい
うのから、ドジさんと一緒に今はやってる
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んですけど。やっぱ、何かしらそういう、
自分の生きてきた好きなもの、残したいな
とは思いますよね。（Bさん）

　Dさんは子どもが小学校4年生くらいの時に、
子ども向けのサーフィン大会に子どもたちを連
れていった。中学生くらいに本格的に競技とし
てサポートし始めようとしたが、当時は子ども
たちが「すごい嫌だった」そうだ。高校生くら
いになると子どもたちの方が真剣に取り組むよ
うになる。

　　 でも本人が本当にインチャージし出したの
は高校生ぐらいですかね。なんで早くもっ
とやってくんなかったのって。言ったけ
ど、おまえがやらなかったんだよみたい
な。30分入っては穴掘ってたでしょうよみ
たいな。本当に頼むわみたいな。（Dさん）

　Dさんはキッズのサーフィンの世界を垣間見
て、親たちが子どもたちを懸命にサポートして
いる様子に「こんなことになってるのか」と思
いながら入っていったが、塾や稽古ごとをさせ
たり、大学に4年間行かせたりすることを考え
れば、「そうでもないかな」と思ったと語ってい
る。
　日本のプロサーファーを育成するシステム
や、選手へのサポートなどが話題にのぼった時
に、インタビューイーの4名の方が共通して言
及したある1人の女性、Fさんがいる。Fさんは、
海外在住の元プロサーファーで、自分の子のプ
ロ活動を支え、またFさんの居住地域で開かれ
る大会等に日本から訪れる若いサーファーたち
の面倒をも見てきている人だ。

　　 Fちゃんが日本ですごいサポートしてるか
ら素晴らしいなと思ってるんだけど、あの
子のおかげで日本人の若い子どもたちがす
ごい試合とかサポートしてもらって。親御
さんもそんなずっと、いつも付いて行かれ
へんやん。そこで、〇〇（著者注：地域名）
に行ったときはFちゃんがサポートして試

合なんかも連れて行って、あちこちの試合
連れて行ってるし。（中略）自分の子どもの
面倒見ると、本当、他人の子どもまで面倒
見切れないよ。（中略）それで海外の試合に
行ったら英語でね。全て進むわけよ。（中
略）そうやってね、Fちゃんが世界の扉を
開けてあげてる子も誕生してって。その辺
が、だから過酷な中でそうやってケアして
いく人たちがあっていいなと思ってるの。
（中略）だからやっぱりみんな、何か今まで
やってきたことを後につなげれるように残
していってるんやと思うやんか。自分の利
益だけの追求では、そこまで人を見られな
いもんね。特殊な世界やから多分そうやっ
て手伝いたいというか、あと残していきた
いというのがあるんやろうなと思う。（B

さん）

　Bさんはこのように語り、私利私欲でなく後
進の育成に貢献するFさんや、Gさん（プロサー
ファーで、いち早く海外でサーキットを周った
経験を持ち、子どもの育成を熱心に行ってい
る）の活動について語った。それぞれの女性た
ちは、自身でサーフィンをすることを通じて日
本のサーフシーンのボーダーを押し広げた人た
ちであるが、現在も若いサーファーたちのため
に新しいドアを開き、日本のサーフィン界に貢
献し続けていた。

4 ．考察

　最後に本研究により得られた結果を示してい
く。一つ目は、サーフィンに対するイメージと
女性のサーフィンとの関わりについてである。
1965年頃は、男女問わずサーファーに対する
「不良イメージ」があり、さらに女性がサーフィ
ンをすると奇異に見られるような雰囲気があっ
た。1970年頃では、サーフィンをする交際相手
と一緒に来て砂浜で待つ女性グループがいる。
1975年頃になるとサーフィンをする女性がよ
り一般的になる。しかし、子育て中の女性サー
ファーが非難されるなど、ダブルスタンダード
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があった。
　二つ目は、1980年代は非常にコンペティティ
ブな時代であったことについて。企業のサポー
トによって大会数も多く、陸サーファーなる言
葉が生まれるほどファッションとしてもサー
フィンは流行した。女性のプロも次々と誕生、
熱い時代の幕開けだった。
　三つ目は、女性のサーフィンの広がりは、競
技サーフィンだけが直線的に成長したのではな
いことについて。雑誌を見てみると、サーフィ
ンをする女性の扱いはかなり限定的に見えた
が、実際は長いページを割いて特集を組む雑誌
社や、女性も同等に扱おうとする編集者たちの
試みなどがあったことがわかった。サーフィン
は現代ではオリンピック競技として採用される
など、認知されるようになったが、日本を見る
限り、女性のプロサーファーが飛躍的に増えて
いるわけではなく、業界の内外の地道な取り組
みによって、コンペティションのみでないすそ
野が広がっていることが示された。
　以上、本研究での結果を示した。この結果を
先行研究に位置づけたいところだが、そもそも
日本の1970年代から1980年代のサーフシーンの
分析はない。日本のサーフィン史をジェンダー
視点に気を配りながらさらに深めることで、欧
米圏が中心のサーフィン文化史に多様性を持ち
込むことが可能になるだろう。今回の成果は、
サーフィン雑誌の記事に加え、5名の女性の語
りが可能にした。インタビュアー自身のネット
ワークやサーフィン経験も役立った。
　本研究の意義は、日本のサーフィン史の一部
を明らかにしたということのみならず、多くの
女性サーファーとその周囲の人々が、長い時間
をかけてサーフィン文化を引き継ぎ、伝え、女
性にとっての壁を押し広げ続けてきたというこ
とを示した点にある。変わることのないように
見える現実が、実は別の可能性や生き方もある
ことを、私たちに伝えている。日本のサーフィ
ンのジェンダー平等は、どこまで進み、またどこ
に課題があるのか、考える機会を与えてくれる。
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